
期末テストも終わり、15日～17日に
かけて１学期の三者面談を実施しまし
た。１学期の各教科の成績や学校での
様子、それからこの１年間で学習する
学習案内（シラバス）についても学級
担任から説明してもらいました。また、
夏休みに向けても今年は短い夏休みに
なりますが、充実した夏休みになるよ
うその過ごし方についても三者で確認
しました。特に１学期の成績について
は、自分なりに分析し、課題を夏休み
で重点的に取り組めるよう頑張ってほ
しいと思います。

１６日（木）に第６回
基礎力テストを実施しま
した。今回は、１年生が
社会、２年生が国語、３

年生が数学で、合格率は１年生が全員合格、２年生が合格率９０％、３年生が合格率２５％と
いう結果でした。今回は１年生がよく頑張ったと思います。次回こそ、全員合格といきたいで
すね。

Ｎｏ.２

（振り返り 大城昊己）

友達の関係を考えるいい機会になりま

した。自分は早めにテーマが決まって文

を考える時間が増えて書きやすかったの

で、１年生も頑張ってください。

令和２年７月２０日（月）

「人を怒らせないために」
（２年 大城昊己）

みなさんは、ちょっかいを出してしま
い、少しケンカっぽくなってしまったり
、機嫌を悪くさせてしまったことはあり
ませんか。でも、ちょっかいを出されて
もイラッとしない人もいます。さてこの
差は何なのでしょうか。
僕なりにイライラさせてしまうときは

どのようなときなのか整理してみました。一番ダメなタイミ
ングは、相手が何かに集中しているときです。集中して頑張
っているときにちょっかいを出してしまうと、相手は「今頑
張っているのに、なんで邪魔するの？」と感じてしまい、ケ
ンカごしな受け答えになったり、強くやり返そうとします。
他にも相手がイライラしているときも気をつけなくてはなり
ません。相手はイライラしているので、少しでも嫌なことを
されてしまうと、いつもよりガマンできなくなり、すぐに怒
ってしまいます。

このようなことから、相手が集中しているときや怒りっ
ぽくなっているときはちょっかいを出さないようにしていく
ことで相手を怒らせることもなく、友達とより上手く付き合
っていくことができるのではないかと考えました。では、ど
のようにすれば相手の様子を判断できるのでしょうか。
それは、友達がいつもより暗かったり、口数が少なかった

り、いつもは人とはしゃいでいるのに、あまり騒いでいなか
ったりという特徴があるのではないかと思います。このよう
な友達の「いつもと違う」という違和感を察することができ
るようになれば、その人にちょっかいを出さないでおこう。
という気持ちだけでなく、「どうした？」など相手を気遣う事
ができるのではないでしょうか。そうすることで、友人との
信頼関係を築くことができ、学校生活をより楽しく過ごすこ
とができるのではないかと考えました。
僕はどんなときにちょっかいを出すと相手を嫌な気持ちに

させてしまうのかということを知ることができました。また、
相手の様子を知ることは、良いことが沢山あり、コミュニケ
ーションを図る上でとても大切なことだと気付きました。社
会に出ても相手の事を考えたり、様子を知ることで、人との
コミュニケーションに苦労せずにすむと思います。
このように人とのやり取りを上手くなるためにも適度なち

ょっかいも必要だと思います。
みなさんも、お互いのことを考えながらイライラしない、

させない事に気をつけて友達との関係を深め、より楽しい中
学生活を過ごしていきましょう。


